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thodでの Seligman法による，子宮正常扇平上皮，
子宮頚癌，体癌の組織化学を検討した。正常屑平上
皮では基底細胞，傍基底細胞で細胞膜，細胞質にて
反応は著明，核は一般に不染，癌組織では頚部扇平
上皮癌，基底細胞癌，子宮体癌lとで癌巣は全体的に
中~強陽性を示し間質と明確に区別される。癌細胞
に於て強陽性Iζ表れ，中，表層細胞に於ては弱~陰
性となる。この所見は分化扇平上皮癌に於ても，正
常上皮と同じく認められる。従って細胞質 RNAは
細胞の分化そのものに密接に関連しており，特に癌
細胞に於て特異的な変化は現在迄の成績からは見出
すことは出来なかった。
の細胞膜細胞質で反応し核では不染，次ぎに s-glu- 2) ピロニン好染性核小体の直径を Ocularmicr-
curonidaseの生化学的測定を p-Nitrophenyl s-D ometei-rcよって測定した結果，正常，異型上皮， 
Glucuronideを基質として組織 Homogenati乙 上皮内癌に比して，浸潤癌，特に未分化浸潤癌 (2.
反応させ光電比色計で測定し活性値を調べたが，正 55μ+0.16)では有意に大きく，叉，ぱらつきも拡が
常組織では内膜にて活性最高，頚部扇平上皮では中 っている。核小体，核比についても同様の所見を得
等度，筋層にて最低，癌組織では頚癌体癌共に活性 たが，これらの所見が浸潤癌に特異的なものである
強く大体子宮内膜と同程度であった。これにより私，かどうかについて，陸脂菅スタンプ等により目下検
の意図する組織化学的局在性の裏付けとしての生化
学的結果が得られた様だ。 
10) 婦人科領域における脂質の組織化学的研究

(第 1報)

堀 敬明，西原源太郎 

脂質の組織化学的研究をするにあたりここでは主
に基礎的な研究広重点をおいた。
その結果，固定はフォルマリン・カ Jレシウム〈ベ
ーカー民法)固定液の使用が最も脂質の保存によ
い。次に染色はズダンII，‘ズダンブラック BKより
脂質全般の分布を検索し，更に脂肪酸は岡本，上田，
加藤氏論l乙基き染色し燐脂質については Menschik 
氏法が好い方法であることが判った。 
これらの方法により子宮陸部を染色した結果正常 
上皮では角化部基底層K脂質量が多いが，全体にあ
らゆる部分は存在せるのをみた。脂肪酸は子宮握部 
の正常並びに癌組織共K，染色せられなかった。叉
燐脂質については，一般に染色性弱いが，組織では
余り著明な変化がみられないが，エールリッヒ癌細 
胞では殆んど染色せられないものと逆に濃染せるも 
のとの二種類を認めた。
11) 子宮頚部に於ける核酷の組織化学的研究

(第 2報)

(主としてピロント好染性核小体について)

斎藤友宏 

診査切除及び手術劇出による子宮頚部 297例につ
いてメチルグリーン・ピロニンY染色を行い，細胞
質 RNA及びピロニン好染性核小体について検索し
た。その結果 
1) 細胞質のピロニン好染性は，一般に未熟な細胞
討中である。叉，所謂 CasperssonのA型 B型細
の概念は胞私の研究成績からは全面的に賛同し難い
点がある。 
12) 繊毛の組織化学的研究(第2報)
田村良男，王真麗
械腫と胞状奇胎の関係は夙に注目されたが，正常 
Trophoblastが Pseudomalignantの特徴を有し
て居る事実が続々発表されるに到り，誠毛性疾患、は
益々混迷に陥っている。支女児於て正常誠毛と病的異
常繊毛の細胞内核酸 (DNA)の含量を Microspe・
ctrophotometer K依り測定し，その比較を試み
r，こ。測定方法は Naoraの方法に従った。
(1)正常妊娠各月別の DNA比較含量は， S系細
胞核， Langhans 細胞核，基質細胞核何れも1.5~
1.85の範囲内(但し平均値)に属し，多少の動揺を
みるが推計学的に有意差はない。叉各例の個人差も
同様有意でない。
(2)破壊奇胎例に見られる DNA平均値は S系，
L系共に正常細胞の夫の 2.3~3.0 倍の値を示し，且
散布度が非常に大きい。以上が現在までに得られた 
成績であるが結論は今回差控え度い。癌と染色体の
関係が論議される今日，繊毛上皮細胞の DNA相対
値は染色体の Statusと相関連して興味ある研究課
題であると信ずる。 
13) 産婦人科領域の Phosphatase研究
村瀬靖，糸井久雄
高松， Gomoriの研究以来，該領域の Phospha-
tase研究は武内， Gross，Danziger等多くの人が
